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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和1年5月9日(2019.5.9)

【公表番号】特表2018-514640(P2018-514640A)
【公表日】平成30年6月7日(2018.6.7)
【年通号数】公開・登録公報2018-021
【出願番号】特願2018-502041(P2018-502041)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  93/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  67/06     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  63/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 193/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 131/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 133/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   23/08     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   93/04     　　　　
   Ｃ０８Ｌ   67/06     　　　　
   Ｃ０８Ｇ   63/12     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  193/04     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  131/04     　　　　
   Ｃ０９Ｊ  133/00     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年3月22日(2019.3.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）エチレンと重合する、１つ以上のエステル基を有する少なくとも１種の極性モノ
マーから誘導されたエチレンポリマーから誘導されたポリマー、ならびに
　（ｂ）７またはこれ未満のヒドロキシル価、２５００と１２０００の間のＭｚ値および
８００ｐｐｍ未満の硫黄を有するロジンエステルであって、
　前記ロジンエステルが、ロジンをエステル化すること、および揮発物を揮散させること
により得られる、組成物。
【請求項２】
　ロジンエステルが、パラジウム、ニッケルおよび白金のｐｐｍ含有量の値の第１の合計
（Ａ１）およびヨウ素のｐｐｍ含有量の第１の値（Ｂ１）を有し、ロジンが、パラジウム
、ニッケルおよび白金のｐｐｍ含有量の値の第２の合計（Ａ２）およびヨウ素のｐｐｍ含
有量の第２の値（Ｂ２）を有し、Ａ１が、Ａ２より低いまたはこれと等しく；およびＢ１
が、Ｂ２より低いまたはこれと等しい、請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　ロジンエステルが、１５またはこれ未満の酸価を有する、請求項１または２に記載の組
成物。
【請求項４】
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　ヒドロキシル価と酸価の合計が、１８またはこれ未満である、請求項１から３のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項５】
　ロジンエステルが、２５またはこれ未満のＰＡＮ数を有する、請求項１から４のいずれ
か一項に記載の組成物。
【請求項６】
　ロジンエステルが、１０またはこれ未満のガードナー色を有する、請求項１から５のい
ずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　ロジンエステルが、多価アルコールから誘導される、請求項１から６のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項８】
　ロジンエステルが、アルコール、ロジンおよびすべての反応物の重量に対して０超から
１０重量％までの１種以上のカルボン酸官能性有機化合物から誘導され、１種以上のカル
ボン酸官能性有機化合物が、１２または１２未満の回転可能な結合の平均数を有する、請
求項１から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　１種以上のカルボン酸官能性有機化合物がジカルボン酸またはポリカルボン酸を含む、
請求項８に記載の組成物。
【請求項１０】
　ロジンエステルが、１７００から４０００ｇ／モルのＭｗ値、および１１００から２０
００ｇ／モルのＭｎ値を有する、請求項１から９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　ロジンエステルが、１００℃より高い軟化点を有する、請求項１から１０のいずれか一
項に記載の組成物。
【請求項１２】
　極性モノマーが、アルカン酸ビニルモノマー、アクリル酸エステルモノマー、メタクリ
ル酸エステルモノマー、またはこれらの混合物を含む、請求項１から１１のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項１３】
　１種以上のワックスをさらに含む、請求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　１種以上の抗酸化剤をさらに含む、請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　適用されるロジンがトール油ロジンである、請求項１から１４のいずれか一項に記載の
組成物。
【請求項１６】
　１７７℃で１０時間の熱老化後、８０℃から１８０℃の温度範囲内で７５％を上回る比
濁光透過パーセンテージを有する、請求項１から１５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　ロジンエステルが、アルコール、ロジンおよびすべての反応物の重量に対して２から２
５重量％の間の１種以上のジカルボン酸官能性有機化合物から誘導され、１種以上のジカ
ルボン酸官能性有機化合物が、２から１２の回転可能な結合を有する、請求項１から１６
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　熱可塑性道路標識配合物、タイヤ配合物または接着剤配合物である、請求項１から１７
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１９】
　ホットメルト接着剤配合物である、請求項１から１８のいずれか一項に記載の組成物。
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